
 

                                            

 

 

延
命

寺
 

❼
 

 

布
佐

市
民

の
森

❸
 

 

布
佐

下
の

小
径
 

❷
 

 

広
大
な
手
賀
沼
干
拓
地
 

ゴ
ー
ル
・
布
佐
駅
南
口
 

布
佐

平
和

台
 

❹
 

 

❻
 

 

❶
 

 

❺
 

 

❻
布
佐
平
和
台

（
ま
ち
な
み
八
景
）

 

成
田
線
南
側
の
台
地
に
あ
り
、遠
く
手
賀
沼
干
拓
地
を
望
む
よ
う
な

形
で
ま
ち
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
住
民
同
士
で
決
め
た
建
築
協
定

（
建
築
基
準
法
に
上
乗
せ
し
た
ル
ー
ル
）
や
緑
地
協
定
に
よ
り
、美

し
い
ま
ち
な
み
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
９
年
に
我
孫

子
市
第
１
回
景
観
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

❼
布
佐
市
民
の
森
 

篠
ノ
越
緑
地
を
含
む
布
佐
市
民
の
森
の
広
さ
は
２

.７
h
a
あ
り
、調

整
池
の
ま
わ
り
に
は
自
然
の
高
低
差
を
活
か
し
た
散
策
路
が
あ
り

ま
す
。
鳥
観
広
場
か
ら
は
、
水
鳥
の
観
察
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

❽
旧
井
上
家
住
宅

《
我
孫
子
遺
産
》
 

江
戸
時
代
中
期
に
相
島
新
田
を
拓
い
た
井
上
家
の
屋
敷
で
す
。

屋
敷
建
物
全
体
が
歴
史
的
景
観
を
保
ち
、平
成
１
１
年
に
我
孫
子

市
第
３
回
景
観
賞
を
受
賞
し
、
平
成
２
４
年
に
我
孫
子
市
の
指
定

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
風
の
佇
ま
い
を
残
し
て
い
ま

す
。＜
休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
と
年
末
年
始
＞

 

❾
広
大
な
手
賀
沼
干
拓
地

（
斜
面
林
・
田
園
八
景
）

 

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
東
西
約
６

k
ｍ
、
南
北
約
５
０
０
ｍ
～

１
ｋ
ｍ
の
干
拓
地
で
す
。
特
に
市
民
図
書
館
布
佐
分
館
辺
り
か
ら
は
西

に
長
く
延
び
る
市
内
最
大
の
田
園
地
帯
が
見
え
ま
す
。
空
気
の
澄
ん

だ
冬
に
は
田
園
の
遥
か
向
こ
う
に
富
士
山
が
見
え
ま
す
。
 

❿
布
佐
下
の
小
径

（
ハ
ケ
の
道
八
景
）
 

布
佐
下
通
り
の
１
本
北
へ
入
っ
た
、
斜
面
林
と
住
宅
の
間
の
昔
か

ら
の
細
い
生
活
道
路
で
す
。
大
き
な
樹
林
に
覆
わ
れ
る
ハ
ケ
の
道

と
村
里
の
原
風
景
が
残
る
小
径
で
す
。丘
の
上
に
は
縄
文
時
代
の

遺
跡
が
眠
っ
て
い
ま
す
。 

勝
蔵

院
 

❶
近
隣
セ
ン
タ
ー
ふ
さ
の
風

 

世
界
的
気
象
学
者
の
岡
田
武
松
の
自
宅
跡
に
、
当
時
の
門
扉
や

樹
木
を
残
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
施
設
名
称
の
「
ふ
さ
の
風
」
の
ほ

か
、
各
部
屋
に
も
あ
か
つ
き
、
か
ざ
は
な
、
に
じ
、
す
ば
る
な
ど
気
象

に
ち
な
ん
だ
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

で
賑
わ
い
、竹
内
神
社
例
大
祭
へ
の
参
加
な
ど
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
ま
す
。＜
休
館
日

:毎
月
第

2
・4
水
曜
日
と
年
末
年
始
＞

 

❷
栄
橋
付
近
か
ら
見
た
利
根
川

（
水
八
景
）
 

栄
橋
付
近
か
ら
上
流
を
望
め
ば
筑
波
山
が
遠
く
に
見
え
、
下
流
は

川
筋
が
大
き
く
蛇
行
し
、両
岸
に
住
宅
の
屋
根
が
堤
防
と
同
じ
高
さ

に
見
え
ま
す
。
栄
橋
か
ら
佐
原
ま
で
の
千
葉
県
道
佐
原
我
孫
子
自

転
車
道
と
、
栄
橋
上
流
の
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
や
散
策
も
お
薦
め
で
す
。 

❸
延
命
寺

《
我
孫
子
遺
産
》
 

１
５
９
３
年
創
建
の
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
院
で
す
。新
四
国
相
馬
霊

場
第
２
４
番
札
所
で
す
。 

❹
愛
宕
八
坂
神
社

  

竹
内
神
社
の
元
宮
で
、
奈
良
時
代
の
７
０
３
年
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
古

い
社
で
す
。
利
根
川
の
改
修
と
街
道
筋
の
変
更
に
伴
い
、
東
方
に
あ
っ

た
八
坂
神
社
は
愛
宕
神
社
に
併
合
さ
れ
、
愛
宕
八
坂
神
社
と
な
り
ま
し

た
。
堤
防
が
低
か
っ
た
頃
は
高
台
の
境
内
か
ら
布
佐
の
ま
ち
な
み
が
一

望
で
き
た
そ
う
で
す
。
 

❺
勝
蔵
院

《
我
孫
子
遺
産
》
 

1
5

9
2
年
創
建
の
市
内
で
唯
一
の
天
台
宗
の
寺
院
で
、本
尊
は
阿

弥
陀
三
尊
で
す
。本
堂
や
境
内
の
佇
ま
い
、
苔
む
し
た
古
い
墓
石
な

ど
、
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。
新
四
国
相
馬
霊
場
２
１
番
３
７
番
札

所
で
す
。
 

愛
宕

八
坂

神
社
 

ス
タ
ー
ト
・
布
佐
駅
東
口
 

近
隣
セ
ン
タ
ー
ふ
さ
の
風

 

❽
 

 

栄
橋
付
近
か
ら
見
た
 

利
根

川
 

 

❾
 

 

八
景
歩
き
は
、
 

他
に
も
コ
ー
ス
が
あ
る
よ
！ 

 

コ
ー
ス
約
４
，
6
ｋ
ｍ

 

消
費
カ
ロ
リ
ー

 
２
０
７

k
c
a

l 

体
重
６
０
ｋ
ｇ
の
方
が

 

時
速
４
Ｋ
ｍ
で
歩
い
た

 

場
合

 

 

❿
 

 

ふ
さ
だ
だ
し
お

 

八
景
歩
き

 
検
索

 

旧
井

上
家

住
宅
 

と
 
り

 み
 



 
 
 

ふさだだしお 

愛宕八坂神社 

❷ 栄橋付近から見た利根川 

❾ 広大な手賀沼干拓地 

布佐南近隣 

センター 

布佐駅の西エリアの 

八景歩きには、 

布佐・新木エリア１ 

「布佐・新木 

三大緑地公園コース」 

をご利用ください。 
▲気象台記念公園 

★勝蔵院 
 

稲荷神社 

篠ノ越緑地 

Ｎ お勧めコース 

健脚コース 

布佐下 

多目的広場 

宮ノ森公園 
（公園八景） 

（成田線車窓八景） 

（桜八景） 

❿ 布佐下の小径 

栄橋付近から見た利根川 
（水八景） 

布佐中学校 

利根川 

鳥観広場 

布佐市民の森 

❽ 旧井上家住宅 

我孫子のいろいろ八景歩き  利根川と布佐の里道を歩くコース 

発   行  平成29 年 10 月（第１刷） 令和8年 7 月（第 6刷）  
発 行 者  我孫子市都市計画課景観推進室 

☎04－7185－1529 
企画・編集  我孫子の景観を育てる会 

★旧井上家住宅 

 

高齢者 

施設 
栄橋 

❼ 布佐市民の森 

❽ 

 

 
 

❻ 布佐平和台(やすらぎの道) 

❶ 近隣センターふさの風 

ゴール 

 

 

布佐平和台 
（まちなみ八景） 

スタート 

竹内神社参道 
 

❼ 

近隣センターふさの風 
（岡田武松邸跡） 

ふさ復興会館 

❺ 

❻ 

茨城県利根町 

森の中の橋が通行 

できない場合、 

迂回してください。 

市民図書館 

布佐分館 

❹ 愛宕八坂神社 

❺  勝蔵院  

❸  延命寺  

★竹内神社 

 

❿ 

＊健脚コース 

＋800ｍ 

布佐下の小径 
（ハケの道八景） 

 ＊健脚コース 

＋100ｍ 
★延命寺 

 

❷ 

❹ 

我孫子遺産 

我孫子市の自然・歴史・文化 

を語るうえで大切なもの 

 
★が付いているスポットは 

我孫子遺産に選定されています 

 

❶ 
❾ 

広大な手賀沼干拓地 
（斜面林・田園八景）  

 

❸ 

階段上る 


